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五　結　　語

　昭和三年六月十六日本大學怯科大會に際し小山検事総長を聴して一時の

講演を請ひしに一般學生多大の感興を喚起し、之を露天講演として聴講す

ろに止むるを逡憾とし、再び懇請して昭和四年五月十入日午後一時より第

二高等學院講堂に於て科外講演を開催して再度講演を仰ぎれり。承稿は當

日講演の遽記を特に同総長の校閲を経て掲載しナこるものなり。講演遽記な

るが故に講演時間の關係上論丈として精粗宜し告を得ざるの駄或は同総長

の眞意に副はざろべ琶ものあることを諒とせられナこし。（昭和四年十一月

高井忠夫識）

一緒
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目

　　　　　　　　　　　　　　　　るけい
私は我國に於ける流刑、昔は、之を流刑と言つて居りました、

俗に言ふ島流しでありますが、此の事に付て少し研究いたしま

した事柄をお話しやうと思ふのでございます。
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　臨時法制審議會が贋されまして、今度は法制審議會となつた

のでありますが、此の臨時法制審議會の諮間第四號に刑法を如

何に改正すべきかと云ふ内閣総理大臣の諮問がありまして、之

に封し臨時法制審議會は綱領を議決したのでありましたが、其

の綱領の一つに、自由刑に代へて居佳制限を科することを得べ

き規定を設くること、云ふ一ケ條があります、簡軍に申します

れば、刑の言渡をしまする時に、被告人を監獄に入れすして其

の居佳を制限すること、即ち懲役叉は禁鋼に庭せすして其の者

の居住の揚所を制限すると云ふ規定を設けたら宜からう、斯う

云ふ綱領が出來たのであります。目下司法省内に於ける刑法の

改正委員會に於ては此の黙を研究中でありますが、居住制限と

云ふ言葉は外國の立法例にある文字を用ひたのでありますから

どう云ふ事項までを包含せしむべきかと云ふことは現今研究中

であります。昔の流刑、叉は江戸構ひ一江戸から追放するや

うなことも、之に入るべきものであるかどうかと云ふことが、

研究の問題になつて居ります。そこで、私は島流しと云ふこ

とが、日本では一禮どう云ふ風に行はれて居つたのであるかと

云ふことを、只今の若い人は鯨り御承知ないやうでありますか

ら、それをお話を致し、研究の御参考に供したいと思ふのであり

ます。其の後で滲考の爲に英國、露西亜などの流刑のことも簡

輩に申上げたい積りであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　　　
　我國に於ける流刑と云ふものを分けて見ますと。上古時代、中
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　　　　の　　　　　り　の　ぐし

古時代、近古時代の三つに分けるのが相堂であると思ふのであ

ります。是れは私の考で分けたのでありまして、刑罰の歴史の

上では斯う分けるのが相當であると思つたのでありますが、歴

史家に言はしむれぱ必すしも私の分け方に同意しないかも知れ

ません。併し、刀劒の歴史などでは私の分け方のやうにして古

刀新刀の匠別をして居るやうであります。建國の初めから安徳

　　　　　　　　　の　の　く　　の
天皇の壽永二年までを上古時代、後鳥朋天皇の元暦元年から後

　　　　　　　　　　　の　の　の　の
陽成天皇の慶長四年までを中古時代、慶長五年から孝明天皇の

　　　　　　の　の　の　の
慶慮三年までを近古時代と致しましたが、丁度刀劒の分け方が

斯うなつて居りまして、慶長以後の作を新刀と申して居ります。

二上古時代の流刑
　第一は上古時代に於ける流刑でありますが、日本では此の時

代にどう云ふ者に勤し島流しの刑を言ひ渡したか、叉どう云ふ
の　の

庭遇をしたかと云ふことをお話を致します。之に付ては上古時

代にどう云ふ刑罰を刑法の上に規定して居つたかと云ふことを

明かにせねばならんのであります、此の時代は唐の法制を繊受
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

しまして、五刑と云ふのがあつた、一番輕いのが筈一即ち答で

主として尻を叩くのであります、是れは十から五十までになつ

　　　　　　　　　のて居ります。其の衣は杖であります、杖と云ふのは少しく太い物

を使つたのでありますが、是れは六十から百までとしてありま

　　　　　　　　　のす。其の衣に重い刑が徒であります、今では懲役と言つて居り
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ますが、明治の初め迄は徒刑と言つたのであります。其の次が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

流、即ち島流しで、一番重いのが死、死刑であります。死刑に

は昔は斬罪と云ふのと、今のやうに絞首をやるのと二つありま

したが、兎に角流刑と云ふのは刑の二番目の重いものであつた

ことは明瞭であります。上古時代には、延喜式の規定に依りま

　　　おんる　　　 ちうる　　　 きんる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　く　

すると、遠流、中流、近流と三つありました。遠流と云ふのは

何塵へ流すのかと申しますと、時の帝都を標準としまして、伊

豆、安房、常陸、佐渡、腰岐、土佐であります。其の頃の里程

は約四丁を一里としたのでありましたが、伊豆國は京を去るこ

と七百七十里と書いてあります。それで非常に日本が廣いやう

に思はれますが、里程の計り方が現今と違つて居つたのであり
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の

ます。中流と云ふのは信濃國、伊豫國で、近流と云ふのは越前

國、安藝國であります、昔は是れだけの國が島流を朝廷より引

受ける所で、鯨り名轡の國ではなかつた。其の後になりまして

延喜式外の國として、上総、下総、陸奥（今の陸前、陸中、陸

奥であります）それに越後、出雲、周防、阿波に罪人を流すこ

とになつたのであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　流刑に庭せられました者はどう云ふ風に塵遇せられたかと云

ふと、極めて寛大でありまして、是れは法律殊に刑法を研究な

さる方の御注意を請ひたいのであります、我々の租先が適用し

た刑罰は外國に比較すると極めて寛大であつたのであります。

流刑に就て見れば、流に庭せられた者に勤して、國家は極めて
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寛大な態度を取つて居ります。第一に流刑の言渡を受けた者は

家族を蓮れて行くことが出來る、どう云ふ人が行けるかと云ふ

と、妻及び妾であります。此の頃は相當の身分のある者は妾を

持つて居つたが、妻妾は必す主人に從はしめ、親とか、祀父と

か、子とか、孫とかの親族は、一緒に行きたいと云ふ希望があ

れぱ一緒に行かしめたのであります。例へぱ親孝行の者があつ

て、父が老いて居るから父と共に都を立去つて、流地に行きた

いと言へぱそれを許したのであります。さうして愈々出登する

迄は京の牢に暫く入つて居りまして、さうして後に或る一定の

護逸の時が來ると護迭されたのであります、護邊します時には、

太政官から刑部の方にその事を通達する、即ち今の内閣から司

法省の方へ通達を登するやうなものでありまして、刑部は其の

島流しに指定せられた國の、國司に其の通知を登するのであり

ます。さうして流地に滲ります時には、家來を連れて行くこと

は一切許しませんが、前に述べた通り妻妾だけ一緒に行きまし

て、流地に到著すると、一人に付米一升、璽一勺、それだけを毎日

官から貰ふのであります。後には稻種を貰つて田を作ると云ふ

ことも許されました。一年位規定の役に服して居りまして、其

の後課役を免ぜられますと、其の土地で百姓をして居ります。

さうして満役となり又は赦に依りて菟ぜられたる時は、信濃と

か安房とか流地の國の籍に編入されるのであります。六年に至

らすして死にますとず一緒に行つた妻妾等は、蹄りたい時には京
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に蹄ることを許されるのであります。以上は極くざつとしたお

話でありますが、此の頃は島流しに塵せられたからと言つて、

流地に於て監禁するとか、或一定の牢屋に入れて置くと云ふこ

とはしなかつたのであります。

　　　　　　の
　流刑は何時から行はれたかと云ふと、どうも書物の上では、

はつきりしないのでありますが、日本書紀其の他を讃んで見ま

すると、先づ允恭天皇の御代から流刑があつたと云ふことは明

かであります。一膿どう云ふ犯罪に流刑を適用したかと申しま

すと、是れも能く分らないのであります。我々の組先は支那人

と違つて鯨り文學の思想がなかつたからでありませう。萬葉集

などに依ると、和歌は好く詠んで居りますが、文學の研究が十

分でなかつたと見えて、古代のことを書いた物が澤山ないので

あうますから、古い時代のことは文獄の徴すべきものがない爲

に能く分りませんが、兎に角、どう云ふ人々が島流しになつた

かを調べて見ると大膿は分るのであります。著名なものを少々

申し上げて見やうと思ひます、第一は今申しました允恭天皇の

二十三年輕大娘皇女と云ふ皇族の方が伊豫國に流されて居りま

す。是れは閨門の問題であります。推古天皇の九年に新羅の間

牒の一其の當時日本は朝鮮を孚分取つて居りましたが一迦

摩多と云ふ者を封島に捕へて、之を上野に流して居ります。文

　　　　　　　　　　えん武天皇の三年に、有名な役の行者を關西地方で捕へて、伊豆國

に流しました。役の行者とは役の小角でありまして大和國葛木
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山に住んで居りたる、呪法の修験者であります、病氣を癒した

り、叉は鬼紳を使つた弧狐を使つたり、色々のことをした爲

に、人心を惑はすものと認められ伊豆に流されたのであります。

弐は稽徳天皇の紳護景雲三年に弓削道鏡が濁断で和氣清麿を

大隅に流し、姉法均を備後に流して居ります。次には仁明天皇

の承和五年遣唐副使小野篁を隠岐に流して居ります。是れは歴

史上には可なり有名なことになつて居ります。小野箋を支那へ

遣唐副使として出張せしめたのでありますが、此の當時は極く

小さい船で支那へ行くのでありますから、支那海の波の荒い所

を航行する爲、往々遣唐使は船を孚つたのであります。小野篁

は副使でありまして、正使の藤原常嗣と船孚ひをして、自分の

取る筈であつた船を常嗣に奪はれたから、篁は不亭であつて、

病と欝して唐へ行かない、支那へ行くのは御免蒙ると引込んで

居つた、それだけでは問題はなかつたのでしたが、盛んに朝廷の

塵置を書面を以て誹諺したのであります。今で云ふ不穏文書を

登表した鐸であります。是れが問題とな弧其の時の裁判官は

小野篁を絞刑（死刑）に庭すべきものであるが、罪一等を減じて

流刑にし慮岐國に流したのであります。此の人は文章も達者で

且つ歌人でありますが、島流しの言渡を受けてから盛んに和歌

を詠み、其の歌が有名になつて、百人一首の中にも出て居るの

であります。「和田の原やそしまかけてこぎ出臓と人には告げよ

あまの釣舟」と云ふのは共の時の歌であります。歌留多をおや
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りになる方もありませうが、序にお話を致しますが、小野篁が

流される時に作つた歌であると云ふことを知つて詠むと、是れ

は成程名歌であります。自分は酷いめに遭つて流刑に塵せられ

今やそ島かけて漕出たと云ふことを、京の人に告げて昊れ、釣舟

に居る漁夫は皆に其のことを言つて臭れと云ふのですから、知

人の同情に訴へた歌であります。其の時の歌で有名なのはrほ

のぼのと明石の浦の朝霧に島かくれ行く舟をしぞ、思ふ」と云ふ

やうなものがあります、是れは明石では柿本人麻呂の歌として

傳読も残つて居りますが、古今集では小野篁の歌としてありま

す。斯う云ふことで小野篁は隠岐に流されましたが、犯罪が犯

罪でありますか壱，問もなく京都に召し還されて居ります。其の

次は清和天皇の貞観八年八月に大納言件善男が伊豆の國に流さ

れ、其の子の中庸は隠岐の國に流されて居ります。是れも飴程

面白い事件で、大極殿の前方に慮天門と云ふ立涙な門がありま

した、此の慮天門に火を附けたのであります。放火罪でありま

すが、極めて簡輩に庭分になりまして島流しになつたのであり

ます。次は堀川天皇の康和四年十二月に源義家の子義親が、比叡

山の信と喧嘩をしたと云ふこと＞、朝廷の御沙汰に從はなかつ

たと云ふので、隈岐に流されました。…欠は保元の翫に藤原兼長

以下十四人の公卿を流刑にし、源爲朝を弓が上手と云ふので、

左の手の筋を抜いて伊豆大島に流しましたが、爲朝が大島で勢

力を振つたことは御承知の通りであります。次は後白河天皇の
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永暦元年、前右兵衛佐頼朝が尾張守手頼盛に捕へられまして、李

宗清の霊力に依り、死一等を減じて伊豆に流されたのでありま

す。次に高倉天皇の治承元年に鹿ケ谷の陰謀が獲畳して、大納

言藤原成親が備前に、少將藤原成経、判官耶康頼、僧’俊寛が鬼

界島に流されたのであります、鬼界島とは種々の説があつてど

こか分らないが、兎に角、鹿見島縣の今の大島と大隅國の間の島

だと云ふことは確かであります。次は高倉天皇の承安三年五月

信文畳（遠藤盛遠）を伊豆に流して居ります、是れは法皇の御在

でになつた法住寺殿に参りまして、近侍の侍と喧嘩した答に依

り流されたのでありますが、此の人などは伊豆國へ墾りまして、

流されたと云つても通常の寺に居つて、人相を見て遠近の人々

より奪敬せられ、盛に活動をして居つたのであります。

　まだ澤山事例はありますけれども著名なもののみを墨げまし

た。以上の事實に依つて上古に於てはどう云ふ犯罪に勢して流

刑を適用したかと云ふことが、略々お分りになつたであらうと

思ひます。

　流人に封する此の時代の庭遇は能く分りませんが、朝廷の命

令叉は國司の考で、寛嚴の差はあつたのであります。書物の上で

一番情ない生活をして居つたと思ふ人は、鹿ケ谷の時に流され

ました成親でありますが、成親卿の奥様の慰問の使として源左

衛門信俊と云ふ人が備前に行きました際に、大納言ともあるべ

き人が、相當の所に佳つてゐるかと行て見ると、住居の垣根は土
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で塗つてあると申しますから、壁のことでありませう、戸には藁

の菰を掛け、藁を束ねた敷物の上に座して居つたと云ふことを、

源準盛嚢記に書いて居ります。是れなどが極めて情ない庭遇を

受けたのであります、源爲朝なぞは大島に行きまして、俺は大島

を朝廷より貰つたのだと言つて、附近の島々を征服して國司同

様の生活をして居つた。傅読に依ると狩野某が爲朝が飢暴する

と云ふので、之を討伐の爲船に乗つて行つた所が爲朝の登した

一本の矢で船が顛覆したと云ふ事で有ます、爲朝は伊豆七島を

領してから琉球に渡つて居る、伊豆列島と沖縄列島とは海へ出

て見ると割合に近いらしいので、爲朝は伊豆より琉球邊を横行

して居つたやうで有ます。源頼朝は島流しでありますが、伊豆の

北條時政から客分同様の待遇を受けて、通常の侍のやうな生活

をして居り、多くの人の訪問を受けて、自分でもあの邊を歩いて

居りました、信文豊は其の頃頼朝の人相を見て、お前さんは將

來天下を取る相があると言つたと云ふ話もあります、此の頃の

流人は極めて寛大な待遇を受けて居つた事は明かであります。

　弦で一つ御注意までにお話をして置きますが、歴史上流刑に

塵せられたのか叉は左遷せられたのであるか明かでないものが

あります、左遷と云ふのは地位を下げられることを云ふので、

支那の字義を調べて見ると、調官即ち官を落すことを左遷と云

ふとありますが、支那では昔京師の役人が地方官吏即ち州縣の

官吏になることを左遷と言つた、日本の例を申しますと、光仁天
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皇の寳継元年弓削道鏡を、太政大臣灘師と云ふ官職から造下野

國藥師寺別當に疑したのを、下野に流すと書いた書物もありま

すが、是れは流刑ではないのであります。それから菅原道眞は

大宰槽帥に落されたので、是れも流刑ではないのであります。

　我國に於きましては流刑の事例は比較的多いのでありまして

今まで申しましたのは歴史上名高いもののみでありますが、

庶民階級の者で流刑になつたものも澤山あるに相違ない、斯う

云ふ風に一膿流刑が多かつたのは理由があります、日本の歴史

を見ますと、實に不思議な事實があるので、我國では長い問、政

治犯、其の他政争等がありました際に、時の政治家は反封蕪に

封して死刑を濫用すると云ふやうなことをしなかつたのであり

ます。栗山潜峰が書きましたr保建大記打聞」の中に論じて居

るやうに、嵯峨天皇の弘仁元年に勝原仲成を諒罰せれて以來三

百四十年間、政治犯等に死刑を適用しなかつたのであbます。

こんなことは外國の例には殆どないのでありまして、是れが保

元の飢の時に大議論になり、李家弘以下七十余人の塵分をど

うしやうかと云ふ問題が起つた、左大臣雅定、大納言伊通等の

議論で、藤原仲成を諌して以來、久しき問死刑は止めてあるか

ら、李家弘以下も死一等を減じて島流しにした方が宜からうと

云ふ説を主張したのでありますが、信西入道がどうしても聞か

ない、信西は、大暦法皇に信任せられた人でありまして、どう

しても斬らねぱいかんと言つて、七十鹸人を斬つてしまつたの
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であります。源義朝も父の爲義を斬らねぱならんことになつた

のであります。之を歴史家は非常に残念なことと論じて居りま

す◎明治二年に刑法改正に關する詔勅が集議院に下りましたが

此の刑律改撰の詔の中にr（前略）今や大政更始宜く古を稽へ今

を明にし寛恕の政に從て忠厚の俗に復し、萬民所を得て國威始

めて振ふ可し、頃者刑部新律を撰定する時傍て鼓旨を膿し凡八

虐故殺張盗放火等の外異常法を犯すに非ざるよりは大抵寛恕以

て流以下の罪に庭せしめんとす。抑宝刑は刑なきに蹄するにあ

り宜しく商議して以て上聞せよ」とありますが八逆と云ふの

は、謀反とか親に勤する犯罪とか言ふもので、其の他人殺し、彊

盗、放火などの外は成るべく寛恕にして、流以下の刑に庭する

やうにしろ・是れが日本の古來からの方針であると云ふ御沙汰

が出て居るのであります。我日本の古い裁判を見ますと、流刑

と云ふものは可なり多くありまして、さうして死刑が少いので

あります。是れで上古時代を終ります。

三中古時代の流刑
　次は中古時代に於ける流刑でありますが、此の時代は上古と

は事情が愛つて居ります。後鳥朋天皇の元暦元年、李家滅亡以

後でありますが、初は鎌倉時代、次に足利時代は何れも國家多

事の時でありまして、以前のやうに國が穏かでなかつたのであ

ります。此の時は武家專制の時代であ今まして、流刑に庭すべ
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き罪は貞永式目、所謂御成敗式目に依つて定つて居ります。夜討

即ち不意に人の家に乗込んで財産を奪ふやうな者、共他強盗の

張本は斬に庭し、張本でない者は流に庭する》人を匁傷した者賭

博三度以上に及んだは伊豆大島に流す。もう一つ是れは中々良

い法律であると私は思つて居りますが、喧嘩とか口論とかの基

は悪口より起るものなりと云ふので、人に勤し悪口をした者の

重き者は流に庭すと云ふのであります、是れは非常に苛酷のや

うでありますが英國でも人を誹誘した者を重く罰します、英國

人は名轡を非常に奪重する、日本も當時はさうでありまして、人

を誹諺したる者の重きは流に庭すると云ふのであうます。今日

新聞で頻りに人の悪口を書いて居る、悪口を言はれた者も案外

季氣で、七十五日も経つたら肚會は忘れて仕舞ふだらうと思つ

て居る、是れは昔なら飴程やかましい事であります。今度刑法の

改正委員會では、誹鍛罪を重くするやうに草案を作つて居りま

す。共からもう一つの規定は、虚言を構へ、議訴、即ち謳告した

者は島流しにする。それからもう一つ御成敗式目に憂つた事が

あります、他人の妻を密懐したる者一密かに懐に抱くとでも

云ふ意味でせう、此の頃の言葉は攣な熟字を使つて居ります一

一他人の妻を密懐したる者は、強姦和姦を論ぜす、侍は蘇を孚分

福上げられ出仕を止めさせられる、所箒なき者即ち財産なき者、

叉は猫立の生活をして居ない者は島流しにすると云ふ事であり

ます。其の後御成敗式目は建武以後、足利時代に多少追加せられ
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ましたが、要するに中古時代は此の法律が腱刑の本と爲つたの

であります、島流しになりました主なる人々を申上げて見ます。

　細かい箏は略することに致しまして、後鳥朋天皇の正治元年

に僧文畳を叉佐渡に流しました、文畳上人は中々勇氣のあつた

人で、度々問題を引起しましたが、伊豆からつ蹄つて京都に居り

ましたが、鎌倉の幕府方であつたので、幕府の爲に努力したと

云ふ理由で、再び佐渡に流されて居ります。後鳥筋上皇の承元元

年一月黒谷の源室上人（圓光大師）を土佐に流しました、是れは

專修念佛の布敏を禁止した時であります。共の次に鎌倉幕府は

泉親衡が謀反せし時、和田の一族荏柄準太を陸奥に流しましたσ

演劇で有名なる和田合戦の時の事であります。それから承久の

雷Lに討幕に關係した公卿が大分島流しになつたのであります。

叉三上皇は畏多くも隠岐國、佐渡國、土佐國に流されたのであ

ります。上皇を流すと云’ふことは、縦令位を御譲りになつた御

方にしても實に許すべからざる悪逆の行爲であります、併し是

れは刑の適用としての流刑ではありません、北條義時より御轄

居を願つたものと解すべきだと思ひます。轟山天皇の文慮元年

七月に日蓮上人が今日で言へぱ治安警察法違反、出版法違反と

でも申しませうか、灘宗及念佛宗の悪口をしたことが北條時頼

の怒りに鯛れまして、伊豆に流されたのであります。鎌倉に居

つて伊豆に流されたのでありますから大したことではなかつた

が、問もなく許されまして、文永八年に叉各宗の高僧を誹誘1
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たので、今度は死刑の宣告を受けたのでありますが、日進宗の

信者に言はしむれば、龍の口に於て死刑執行の際、首斬役人の振

冠つた刀が折れたと言ふのですが、さうではない、私は日蓮宗に

反封でも何でもないが、公李に言つて見ますと、龍の口で死刑に

すると決つた時に、北條時頼が又考へ直し一等を減じ死刑を許

し佐渡に流したのであります。信者の方からは、振冠つた刀が折

れたと言はないと難有味がないからさう言ふのでありましやう

其の次に有名なのは後醍醐天皇の正中元年に中納言資朝一是

れは阿新丸の阿父さんでありますが、此の人が佐渡に流されて

居ります。元弘の憂の時には藤原藤房その他が流されて居りま

すが、割合に流刑が少いのであります、是れは少い筈でありま

して、鎌倉時代の末から足利時代に掛けては、天下が大分露1れ

て居り、戦孚が多かつたので、自然殺伐の室氣が杜會全艦に満

ちて居る、島流しなどは面倒臭いと云ふやうな趣旨で、皆どん

どん斬つてしもう、足利時代は非常に斬罪が多かつた、唯一つ

著名な事件は足利義政の妾の大館氏と云ふのが中々才物で政治

向に隊を容れ権威を恣にし居つたが、後で義政の夫人富子を所

う殺さうとしたことが登畳したので、義政か大に怒つて近江琵

琶湖の沖島に流したが、問もなく自殺をして居ります。文隷四

年七月關白秀次が太閤秀吉の怒に鯛れたことがありまして、高

野山で自殺をしましたが、其の時分に家來の多くが自殺しまし

た。木村重成の父も此の時死んだのでありますが、其の他の者
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が大分島流しになつて居ります、前申す通b割合に胤世には流

刑はないのであります。要するに飢世には遠方迄罪人を護迭す

ることも而倒であり、叉どこの國に流すと言つても、幕府の勢

力がそこまで及ぱないことがあると云ふやうな箏も關係して、

流刑は少くなつて居ります。是れは日本ぱかりではなく、國が

胤れて來るとどこの國を見ても、流刑は少いのであります。支

那などもさう云ふ傾向が見えます。

四近古時代の流刑
　次は近古時代でありますが、慶長五年關ケ原の戦に於て、天下

の形勢は一・憂し豊臣氏が衰へて徳川家康が勢力を得た頃から、

比較的多く流刑を適用したのであります。大阪落城問題で家康

は世入の評判が悪くなりましたが、刑罰の執行は割合に寛大な

庭置を執つた人でありまして、大阪落城の塵置を除けぱ家康は

實に立派な政治家でめ弧叉聖人同様の人だと云ふ読もありま

す。慶長年問から徳川家では大分流刑を適用して居うます。此

時代には上古時代からありました遠流、中流、近流などの雇別

を腰めてしまつて、唯島流しと云ふことにし、徳川時代には
ロ　の

遠島と呼んだのであります。法律にも遠島と書いてあります。

江戸から流罪に庭する者は八丈島、三宅島、新島、神津島、御藏

島、利島などに迭り、京都、大阪、西國、中國などの奉行所に

て言渡した者は・薩摩・肥前の五島、隠岐國、萱岐國、肥後の
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天草と云ふやうな所へ邊り共の他甲斐、信濃、陸奥、出朋、蝦

夷一一今の函館附近でありましやう・一さう云ふ所に流すや

うになつたのであります。さうして此の頃も矢張り島へ参りま

すと、雨露を凌ぐだけの家を作ることを許して、漁業の出來る

ものは漁業をやり、島でなくて普通の土地に流された者は耕作

をすることを許し、さう残酷な取扱はしなかつたやうでありま

すが、罪人が共の島を抜出して來ますと、今度は斬罪にして了

う、島抜けと云ふのは可なり重く罰せられたのであります。

　徳川時代に遠島に庭すべき罪はどう云ふものであるかと言ふ

と、是れは可なり罪名が多いのでありますが、飴り長くなりま

すから極くざつと申します。江戸の日本橋に高札を立てまして

それに書いてあるのでは、賭博を止めないでどこまでもやる者

は流刑に塵すと云ふことがありまして、幕府では一・度か二度賭

博をした時分には許してやるが、度々重なると遠島にしたので

あります。もう一つは宗敏問題、今日で言ふ思想問題でありま

すが、日蓮宗の中で不施不受と云ふ一派、物を一切受けないし

施しもしないと云ふ一派がありましたが、此涙の者がどう云ふ

理由でありましたか、幕府の忌講に鯛れまして、此の読を宣傳す

る者は遠島に庭すと云ふことが定めてあります。簡軍に申しま

すと、徳川時代ては宥盗、詐欺¢如きは流刑に庭せない、窃盗は

斬罪であります、或藩に於ては杉の山林を保護する必要上、杉

の木一本伐つても斬罪に庭すると云ふ法規を定めた所もありま
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した。御定書百箇條に依りますと、遠島に庭したものは左の犯

罪であります。

二十一
　隠鎮砲有之村方答之事。
三十八
　蓬二難風一打荷致、残荷物を盗取候船頭之宿いたし、馴合村中

　之者え申拗、配分取候者。
四十八
　幼女え不義いたし怪我爲。致候者。
五十一
　女犯之僧御仕置之事寺持之僧。
五十．二

　三島涙不受不施類之法を鋤候者。
五十五
　博変打筒取虹宿。

　武士屋敷にて召仕博変致候者。

　手目博変打候者。

　仲聞之者之金子合力の爲と申、博変を催、合力金之内、内謹

　にて自分も配分取候もの。
七十一
　元地主を可。殺所存にて手疵爲。負候家守。

　非分も無。之實子養子を殺候親。

　　　但し親方之もの利得を以殺候は死罪。

　弟妹甥姪を殺候もの。

　人殺の手引致候もの。

　差圖を請人を殺候もの。

人殺の手傳いたし候もの。

　相手より不法の儀を仕掛、無二是非＿及二匁傷一人を殺候もの

　渡船乗沈溺死有之は共船之水主。
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　車を引掛、怪我等爲致候もの。

　親被殺候死骸見届候得共、物入を厭ひ村役人等相談之上不二

　訴出一、押隠候義顯おゐては
七十四
　弓鎮砲を放し、あやまちにて人を殺候もの。
七十九
　子心にて無。辮、人を殺候もの。

　子心にて無。辮、火を附候もの。
入十六
　辻番所におゐて博変いたし候番人。

　大禮以上のものが遠島に庭せらるべき罪であります、要する

に窃盗詐欺の如き破廉恥罪を除き、賭博、殺傷罪の或種のもの

姦淫及思想犯に關するものが遠島に庭せられたのであります。

　次は流人の護邊の手績でありますが、幕府のやり方は中々行

届いたもので、人権の何物たるかを考へないのであらうと思ふ

と中々さうではないのであります。遠島にやる時にはどう云ふ

風にしたかと云ふと、是れはr刑罪大秘録」に載つて居るから問

違ひないと思ひますが、第一に町奉行が遠島の言渡をすると、

遠島部屋と云ふ揚り屋に入れて置くのである。江戸から途るの

は大概品川沖から伊豆島であつたから、一人々々遠島者の爲に

一・艘宛船を出すのも維濟上出來ぬ事でありますから、二三十人

になる迄待たして置く、絵り長いといけないが、三四ケ月は待つ

やうであります。寳暦四年迄は大分待つたのでありますが、其

の後蝕り待たせないで船を出せと云ふ達が出て居ります。愈々

　　　　　　　　　　　　　　　　の　の出船の前になると、流人の親族等より屈物の願出があれば之を



20 我國に於ける流刑に就て

受附けるのであbます。屈物と云ふのは今の差入であります。

島に行けぱ何年で蹄るか分らない、一生涯居るか、五年目で許

されるか分らないから、親族友人などが集って、届物を持つて

流人に差入を願ふのであります。此の願がありますれぱ、流人

一人に付て米二十俵までは許されるのであります。是れは初め

の生活をするだけのもので、島に行つて畑を耕すに至るまでの

問用ひるものであります、銭iは二十貫まで、小判は二十爾まで

許すと云ふのですが、其の頃の二十爾は今日では凡そ五六百圓

にも當りましやう、さう云ふ風に鯨程寛大であつたのでありま

す。所が親族其の他から屈物の申出がない流人には、幕府から

手當が出るのであります。普通の身分の者帥ち耶民とでも申し

ますか、それに欝しては金二分、揚り屋に居る侍は金一爾、揚

座敷の者には二爾を幕府から出してやります。鏡は文久銭か寛

永通寳なぞで渡します。さうして出登の日には、役人が流人の

牢の前し出て、坊さんであれぱ罪人駕籠に乗せるが、普通の人

　　　もつこ
であれば持籠に乗せます、何れも青い細引で縛つて逃げられな

　　　　　　　　　　かますいやうにしてある、銭は夙に入れて荷札を附けて、銘々流人の

前に蛇べて置いて牢役入の來るのを待つてゐる。牢役人即ち牢

の鍵を持つて居る役人が來て、流人と出牢謹文と身分帳を勤照

して、年齢等を十分調べて、船の方の係りの役人に渡すのであ

ります、船の係りの役人が流人を受取つて船手の番所に行きま

すと、船手頭が流人に所持品を渡し、艀に乗せますが、女は別
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居させることにして居ります。船手の役人からは身柄の受取謹

文を取ることになつて居ります。r井、L正鐡翁在島記」と云ふ本

に流人の護迭の手績を詳しく書いてありますが、鹸り長くなり

ますから簡短にお話しますと、共の本に依れぱ流人は江戸霊岸

島渡揚まで行きまして、島役人の槍査を受けて船に乗るのであ

ります。井上が乗る時には、芝の濱御殿の脇で槍査を受け．船

に乗つてから出登するまで、沖で三日問滞在した。是れには意

味がある、幕府の役人は能く斯う云ふことをした、三日滞在を

して居る問に、親族友人などに別れをさせる。それから叉可笑

しいのは此三日が脛つと品川に行きますが、品川に行つて壷揚

邊で風待ちをすると言うて叉滞在をする、此の問にも役人に袖

の下を少しやると、風待ち中に面會が出來る、船の出登前に面

會の出來なかつた親類や友人は此の時に行つて面會をすること

が出來るのであります。それから浦賀に行・きまして、浦賀の船

番所で槍査を受けて通れと言はれると、そこを通つて指定の島

に行く、島に到著すると島の方にも島役人がありますから、其の

島役人の支配を受けて生活をすることになります。細かいこと

を大分書いたものがありますが、鹸り長くなつて後の話に差支

ますからざつと申しますが、可なり寛大な庭置を取つて居たや

うであります、併し金のある者がどうも勢力を得るらしいr井上

正鐵翁在島記」を見ましても、島に行くと流人が澤山居る、其

の尺達に一慮披露の會を催さねぱならの。今度當方に参りまし
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たから宜しく願ひますと云ふ、一場の挨拶でも述べて饗懸をす

るのであります。兎に角、在來の島に居る人々にも相當のことを

しなければなら沿、地獄の沙汰も金次第と云ふ諺の通弧金が

ないと島に居つても幅が利かないらしい。

　徳川幕府が流人に勤して比較的寛大の腱遇をするに至つた原

因として、或書物に書いてありますのに、徳川家光の近侍の侍

が或日島流しの話をして居つた、其の時分に竹千代、是れは四

代將軍家綱でありますが、此の竹千代がそこに居つて段々話を

聞くと、流人は島に行つてから早速食物に困ると云ふやうな話

があつた、竹千代はまだ小さい頃でありましたが、其の近侍の

者に向つて、r一艦島流しと云ふのは其の人の命を助けてやると

云ふので、一等を減じて島にやるのぢやないか、島に迭つて之

を干乾にする課ではなからう、何故食物をやらないか」と言つ

たので、近侍の蓮中はつと言つて答が出來なかつた。家光が之

を聞いて大愛喜んだ、r竹千代は良いことを言った、天下の政治

をするものはさう云ふ所に氣が附かなけれぱいけない、死一等

を減じて島に流すのに、其の者に食物をやらないのは間違つて

居る、これから食物を與へるやうにせよ」と言ひ、此の時代よわ

幕府は流入に食物を迭ることにしたのであります。叉元隷十年

のことでありますが、代官伊奈兵右衛門と云ふ人が、或る不正

晶を取扱つたと云ふので、三宅島に流されたが、其の子、友之

助忠眞が自分も不正晶に少しく關係をした課でありますから、
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父の罪に座して江戸から立退かねぱならなかつた、それで忠眞

は願書を出して、私も何卒島流しにして貰ひたいと嘆願をした。

どう云ふ課かと云ふと、父は齢を老つて居るから、父を奉養す

る爲に島流しを願ふと云ふのであります、然るに幕府より許可

せられ、父と一・緒に三年間三宅島に居つて、父の死亡後忠眞は

蹄つて來ましたが、幕府では其の親孝行を褒めて新たに百五十

石を典へて御家人にした。是れなどを見ても余程寛大であつた

と云ふことが分るのであります。

　徳川幕府時代にどんな人が遠島になつたかと云ふことを、少

し述べて見ます。第一に家康の時、慶長八年に浮田秀家を流して

居ります。秀家は關ケ原の大戦に於て敗れたのでありますから

死なねぱならん筈でありますが、切腹もせすに生きて居つたの

であります。逃れて鹿鬼島に居りましたが島津家の命乞に依つ

て、家康は八丈島に流したのであります。次に慶長十七年に有

馬の域主有馬晴信を甲斐國に流して居ります、是れは切支丹の

關係で、領内に於ける切支丹宗の取締が出來なかつたと云ふ罪

であります。次に元和二年七月に越後高田の城主松季忠輝（家

康の第九子）を伊勢朝熊に流して居ります。是れは大阪夏陣の

時に家康の旗本長坂血鎗九郎の弟を切捨てたと云ふ理由で流罪

にしたのであります。次は元和五年六月九日廣島の城主頼島正

則を津輕に流すことにしたのを、其の出登前に信州川中島に流

すことに攣更した。正則は何の不服も言はす此の命を受けて、
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川中島に行つたのであります。此の島流も種々の事情がありま

す、私は、正則は偉い人であつたと思つて居ります、正則は世人

よりは誠に飢暴者のやうに言はれて居り、加藤清正程評判が良

くありませんが、然しながら中々偉い家來を澤匪持って居つた

人で、唯大阪落城の時豊臣家の滅亡も知ら臓振をしてゐたと云

ふので、世人より大憂攻盤をされて居ります、清正はそれ以前

に死んだので或は幸煽であつたかも知れません。大阪の職孚の

頃に正則は江戸に居つた、正則が豊臣秀頼を見殺しにしたのは

不都合だと云ふ評判のあることを聞き、元來正直で短氣であり

ますから煩悶の末何か癩に鯛ると家來を切るやうな事が度々あ

つた、それで其頃から正則は飢暴だと云ふ説が起つたのであり

ます。後になりまして、幕府から廣島城普請の儀に付御法度に

反いたと詰問せられた、詰り許可を得すして普請をやつたと云

ふので津輕に流すと云ふ言渡を受けたのであります。是れは甚

だ氣の毒なことでありまして、實は廣島の城普請をすると云ふ

ことは、幕府の老臣である本多上野介正純に豫め書面で其の事

を届けた、それを本多上野介は加藤とか編島とか云ふ豊臣方の

大名を成るべく潰す方針だから、他の老中に告げす黙つて居つ

た、詰りそれを握り潰してしまつた。さうして置いて、幕府は

今度廣島では城普請をして居るが、何故無屈でやるかとやかま

しく言ひ出した。若し正則がやかましく逆襲的に行けぱ本多上

野介と孚はねぱならんが、本多を相手にしても仕様がないと思



近古時代の流刑 25

ひ、幕府から津輕に行けと言はれた時分に、江戸の愛宕下、今

の青松寺の邊が正則の屋敷と思ひますが、おとなしくその命を

お受けしたので、幕府でも氣の毒に思ひ、越後魚沼郡の内二萬

二千石，信濃川中島二萬石、都合四萬五千石を與へると云ふこ

とになつた。六十萬石の廣島から四萬五千石になつたのであり

ます、それでも四萬五千石と云へぱ兎に角大名ではあります

が、是れは本當は捨扶持と云ふので、名義上は四萬五千石であ

りますけれども、米は自分で牧納するのではない、徳川の役人

から仕迭るだけしか貰へないのであります。正則は川中島で死

し、其の子正勝も矢張りそこで死んで居ります。さうして幅島

家は断絶したのであbますが、徳川五代將軍の時になつて、編

島家の滅亡したのは氣の毒であると云ふので、正則の庶腹の孫

が二千石の旗本に召出されて居ります。正則と云ふ人は偉い人

であつたと云ふことは、幅島丹波、大崎玄蕃、吉村叉右衛門、

可見才藏、尾關石見などと云ふ其の頃天下に有名なる良い家來

が居るのでも分bます。正則ほど多くの豪傑を家來にして居つ

た者は當時多くはなかつた、講繹師なぞが非常に飢暴者のやう

に言ふのは、正則の爲に甚だ氣の毒であります。賎ケ嶽の七本槍

の中で、繭島正則、加藤清正、加藤嘉明だけは立派な大名にな

つて居りますが、外の者はさほど立身してゐない。準野長康など

が一萬石、片桐且元は評判は好いけれども五萬石許りであり、

脇坂安治も亦五萬石の大名であつた。さう云ふ人々に較べて見
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ると、正則と云ふ人は偉い所があつたに祁違ない。鳥流しにな

つた際にも1徳川の上使に向つて、r大御所（家康）御在世ならば申

上げたいこともあるけれども、今の秀忠公にi封しては何も巾上

げるに及ぱないから、上意の趣きを承ります」と言つて、何も

不服を言はすに島流の命を受けたと云ふに依て見るも、余程立

派な考へを持つて居た人のやうに思はれるのであります。

　其の次は元和八年八月宇都宮の城主本多正純を出朋の横手に

流して居ります。是れは有名な宇都宮の釣天井の講件でありま

すが、此の本多上野介正純と云ふ人は、父は佐渡守正信と云

ひ、徳川家随一の謀臣で非常に勢力のあつた人でありますが、

正純は父正信が死にました後に、下野小山の五萬石から、宇都

宮の十五萬眉の大名になつて居ります。是れは非常な抜擢であ

ります。然るに之れが爲に、宇都宮の城主奥季忠昌は下総の古

河城に移されたのでありますが、忠昌の租母が本多を恨みまし

て、さうして秀忠將軍が日光の墾詣からの臨途宇都宮に寄られ

る豫定であつて、今市の町に來た時にr宇都宮の城にはお泊り

にならんやうになさい、宇都宮の城には怪しい仕掛がある」と

云ふことを、急使を以て密告したのであります。忠昌の祀母は

家康の長女で秀忠の姉でありますが、其の人の言ふことであり

ますから、秀忠は江戸の御垂所が急病だと稔して、今市より直

に宇都宮を通らすしてどんどん江戸に蹄つて來た。それが釣天

井を造つたと云ふ話の出た原因でありますが、決して釣天井で
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はないので、當時武家の佳居は床を低くして敵の間者の縁の下

に怨び込むのを防ぐやうに造られたのでありますが、本多はど

う考へたのか宇都宮城の殿舎を改築して床を高くしたのであり

ます。それが問題になつた。詩り秀忠が宿泊する座敷の縁の下

に怨びの者を入れて下から槍で突上げれぱ、將軍を殺すことも

出來ると云ふ風設が立つたらしいのでありまして、釣天井と云

ふのは上から落すのですが、是れは縁の下から突上げると云ふ

ので、全く反鋼であります。徳川幕府が本多正純を出羽の横手

に配流する判決書に依ると、第一は、正純が鐵砲を澤山椿へ

て、泉州の堺から宇都宮まで、尋常の荷物の如く装うて通過せ

しめたこと帥ち關所を破つたこと、第二は、宇都宮の城普請に

關し幕府から附けられた根來同心を勝手に殺したことが不都合

だと云ふのです。演劇或は講談に於て、大工を殺し古井戸の中

に埋めたと云ふのは、根來岡心を古井戸に斬込んで埋めたので

あります。第三は、宇都宮城二三の郭の修築を申出て置いて、

本丸の修繕をしたと云ふことであります。併し幕府では正純の

庭分には余程困つた、家康の非常なお氣に入りの老臣でありま

すから、遠慮をしたものと見えまして、宇都宮に向つては此命

令を曇しなかつた。丁度此の頃最上義俊を家政不取締として、

山形の六十萬石を取上げ近江へ轄封を命じましたが、其の上使

として本多正純に正使を命じ、副使としては永井右近大夫直勝

と、それと二三人附いて行つたのであります、最上家に封し山
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形六十萬石を召上げて近江の國に轄地せられる言渡しをなし、

義俊か畏り奉ると御受をすると・山形の城受取の手績を濟まし

て今度は副使の永井右近が正純に勤し、借今度はあなたに上意

があると書渡した、何察ですかと聞くと、其の上意はr御奉公

仕方上意に慮ぜざるに付き、宇都宮城地召上げられ出朋國由利

に於て新規五萬石之を下さると」云ふのです。出張先で轄地而

かも左遷を命ぜられたのであります。正純は非常に憤慨したも

のと見えまして、「私儀御奉公の仕方上意に慮ぜざる段迷惑仕り

候、此上は五萬石の新地をも差上げ申し、千石拝領仕りたし」

と正純は御答した。併し副使の方では正純の申出に封し何とも

仕様がないから、同行者中の陵番伊丹喜之助康勝が急行で江戸

に蹄つて、將軍に此の由を言上すると、秀忠は大に怒つてr重

々上を蔑ろに致す段不屈き至極、此の上は佐竹修理大夫へ預け、

深く愼象せ置くべし」と云ふので、出朋の由利であつたのが今

度は出羽の横手町へ流罪を申附けられたのであります。右様の

次第で極めて簡輩に宇都宮城の明渡も濟みましたが、本多上野

介は家康以來の権臣でありますから、佐竹侯も其の流罪を大履

氣の毒に思つて、待遇も厚くしたのでありましたが、或時秋田

の城主佐竹義隆が徒歩で正純の家に行つた、さうすると正純が

少しお喋りをした、昔語りをしたのであります。それは、r近頃

非常に御丁寧な待遇を受けて、私は流人とも思へないやうであ

ります、實に有難いことである、實際昔の話をすれぱ、關ケ原
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の載孚が濟んだ後に、：實はあなたの奮領常陸を石上げられる時

分に、大御所（家康）は佐竹の今度の致し方は、敢へて自分に敵

勤いたした課でもない、上杉とは大分蓮ふので、所領（八十萬

石）の孚分取上げやうと云ふことを仰つしやつたが、某がそれは

宜しうございません、そんなに澤山やる必要はありませんから

二十萬石位おやりになつたら宜からうと申したのだが、今日こ

んなに御世話になるなら、大御所の申される通りにして置けぱ

宜かつた、さうすれば佐竹家は四十萬石になる所だつた、」と云

ふ物語りをした。それが江戸に聞えた、詰う官の秘密を漏洩

した謬であります。それで江戸の老中は非常に怒つてr正純御

勘氣の身として御政事向きの事を口外するは不屈きなり、正純

に封しては用捨なく嚴重に愼ましむるやうに」と云ふ命があり

まして、佐竹侯も致し方なく、正純の家の周園に柵を作り、嚴

重に釘附けにしてしまつたのであります。其の後寛永八年に死

亡しました。正純は才智すぐれた人でありましたが、末路は甚

だ悪かつたのであります。次に元和九年二月十日編井の城主松

準忠直を豊後の日田に流したのであります、忠直卿の事も近年

芝居でする事柄であります、此の人は大阪夏陣に非常に働いた

のでありますが、どう云ふものでありましたか、家康が恩賞を

多くやらなかつたのに不季を起して、飢暴と爲り、或は百姓を

苛めるとか、色々の我儘をしたのでありますが、遂に豊後日田

に流されたのであります。次に寛永六年七月二十五日に大徳寺
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の坊さんの玉室、澤庵、輩傳、桃源などと云ふ人々を流して居

ります、澤庵和術は出羽の上の山に流されて居ります。是は宗

敷の問題でありまして、種々細かいこともありますが、詳しく

申蓮べる必要もありませんが、是は幕府と朝廷との孚ひになつ

て居ります。それは朝廷の方で坊さんに紫の法衣を許したので

ありますが、徳川方の金地院の崇傳と云ふ坊さんが、それは家

康の定めた制規に背くものであると主張し朝廷と孚ひとな弧

到頭後水尾天皇は位をお譲りになつたのであります、非常に御

憐慨遊ぱされたものと見えます。其の他にも日蓮宗の問題で流

罪がありますが是れは省略しまして、吹は寛永八年六月、熊本

の城主加藤忠廣を出羽の國庄内に流して居ります。是れは清正

の實子であうますが、凡庸の人であつて且身持も宜しくない、

清正の死後家臣飯田畳兵衛が隙居して、後は加藤美作、加藤出

羽の二人が権力孚ひをして、政治が棄れて來た。徳川家ではさ

うでなくても不當の事があつたら大名の家を潰さうと思つて居

る時でありますから之を理由として、熊本七十萬石を取上げて

忠廣を出朋庄内に流したのであります。次に寛永十七年讃岐高

松の城主生駒高俊を出羽に流して居りますが、是れも理由は家

中不取締であります。次に寛文六年十月三日山鹿素行を播州赤

穂に流して居ります、山鹿を流しました理由は極めて簡軍なこ

とで、r聖敏要録」と云ふ本がありますが、是れは日本の國膿論

をしたのであります。寛文六年の十月三日に北條安房守氏長か
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らr相尋蹟べき御用之儀有之候問早々私宅まで滲らるべく候以

上」と云ふ切紙が來た、素行は呼出状を見て、切腹を申附けら

れると思ひ、其の準備をして行つた。すると安房守より、r共方

こと不届の書物仕候間淺野内匠頭に御預け被成候旨御老中被仰

渡候」と申渡した、素行は畏り奉ると言つて御受けをして、十

月九日に江戸を襲して赤穂に到着したのであります。赤穗では

流人の身ではありましたが、：大石頼母と云ふ内藏之助の阿父さ

んが大暦丁寧に世話をして、朝夕野茱などを贈つてゐた。淺野

長友公（長矩の父）は前に山鹿の門に入つて居つたので、自分の

先生が自分の國に流された鐸でありますから、時々江戸から蹄

つて山鹿の敏を受けたのであります。素行は丁度十年赤穂に居

りましたが、其の問に淺野の家來に學問を敏へたのでありま

す、敏育と云ふものは必要でありまして、例の赤穂の四十七士

の如き義士が出たのは、其の爲めであらうと思ひます。吉良家

に討入の時はもう山鹿素行は死んで居つたのであります。

　其の外に普通の人一李民で島流しになつたのが段々ありま

す、一・例を墨げますと、寛文九年七月二十三日無宿市郎兵衛を

肥前五島に流して居りますが、是れは詐欺であります。それか

ら寛文十年四月一日江戸四日市町の者で、五郎兵衛と云ふ者が

主人の判を利用して金を借りたと云ふので薩摩に流されて居

る。其の次に大きな事件は天和元年六月二十一日越後高田松季

家の家老荻田主馬を八丈島に流して居ります。是れは家老小栗
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美作と伊つて、幕府に訴へたのでありますが、將軍綱吉が自ら

審問をしたのであります、五代將軍綱吉は襲職の初めの問は非

常に政治に勉働し好評であつたが、後では悪いことが澤山あり

ました。此の將軍が自ら裁判をして、喧嘩爾成敗として蔓方共

慮罰せられたのであります、是れ’は所謂越後騒動であります。も

う一つ憂つた事件は、元腺元年桐の間の番士永井主水が八丈島

に流されて居ります、永井主水が城中の勤務を絡つて下つて來

る途中犬が吠えましたのを、永井の仲間が脅しの爲に木刀で犬

を追ひ梯つた塵、どうしたはづみか木刀が犬に當り犬がそこで

死んでしまつた、それが爲に取調を受け仲問は可哀想に斬罪に

なり永井主水は八丈島に流されたのであります。此の時分に綱

吉は大いに犬を愛し之を極端に保護して居りました、動物虐待

防止法の精神を犬のみに適用したのでありませう、自分が犬の

歳の生れであると云ふことが原因で、犬をどこまでも憐れまね

ばならんと云ふので、鹸り犬を愛撫した爲、犬が大いに践雇

し、入問に噛み附くやうなことになり、江戸市民は大に困難し

た。是れは綱吉の政治が悪くなつた頃の事であります。永井主

水は其の後暫くして鰭つて來ましたが、要するにこんなことで

島流しもあつたのであります。元隷五年に高野山の僧徒を多数

島流しにしたこともありますが、ちよつと著名なのは元隷十一

年十二月二日英一蝶を三宅島に流したことであります。どう云

ふ理由で英一蝶が三宅島に流されたかと云ふことを、色々書物
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も見、人にも聞きましたが分りませんが、衷而の理由は、一蝶

が百人の美人の給を霊いたが、共の中に立派な装をした女繭が

鼓を持つて舟の上に居り、其の傍にやんごとない殿様風の人が

立つて樟を手にして居る垂がある、英一蝶の辮解では、足利時代

のことを書いたと云ふのであつたが、五代將軍綱吉と寵妾お傳

の方との舟遊を爲し將軍の行爲を誹誘したのだと云ふことに認

められた。其の頃綱吉の評判が悪くなつた時分ですから、幕府

は不届の所爲なりと認め一蝶を召取つて島に流したと云ふ読が

ありますが、或読ではさうではない、英一蝶は綱吉の妾の兄の

旗本某と一緒に吉原に屡々遊びに行つた、其の旗本は不行跡の

廉で蟄居申附けられたが、其の旗本と一緒に遊興したから罰せ

られたと申して居ります。英一蝶が其の頃盛んに酒を飲んで遊

興したことは問違ひない事實であります。三宅島に行きまして

も段々絡を研究して、そこで書いた給が能く費れる、江戸に迭

ってそれを責つて、其の金で阿母さんを養つて居りましたが、

島で書いたものは島一蝶と云つて、今日でも大分値段があり、

』又良いものが澤山あるやうであります。一蝶は島に十二年居り

まして、寳永六年に江戸に蹄つて來たのであります。其の次は

元隷十六年二月四日吉良左兵衛を信濃の高島（諏訪）に流して居

りますr淺野内匠頭家來共上野介を討候節左兵衛仕形不屈に付

領地召上げられ云々・…」と云ふのであります、淺野の浪士が

討入つた時分に左兵衛は奮闘すれば宜かつたが、慮れてしまつ
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たのが、侍としてあるまじきことであると云ふので、領地を召

上げられ諏訪安藝守に永の預けとなりましたが、結局吉良家に

勤する世評が悪かつたことも一原因であります。一方淺野家で

は淺野長矩の弟大學が、寳永年問になりて旗本に召出され五百

石を賜つたのでありますが、吉良家に錫しては赦免なく吉良家

は断絶致しました。其の次に遠島せられた者は、正徳四年三月

に大奥の女中給島を信州高遠に流し、明和四年八月二十一日竹

内式部を八丈島に流し、同じ時に宮澤準曹外三人を遠島に庭し

て居り、寛政三年に江戸金杉の安樂寺の住職が少し不穏當なこ

とをやつたと云ふ理由で、之を三宅島に流して居ります。

　徳川時代に於て流刑に庭せられましたものは、大燈調べて見

るとこの位でありまして、安政年問の大獄の際にも流刑があり

ましたが、是れは極く新らしいことでありますから、御承知の

ことでありませう、大禮に於て日本の上古、中古、近古に於け

る流刑は、其の庭遇が寛大であつたのであります。

　　　　　　　　五　　　結　　　語

　我國に於ける流刑の話を終るに臨み外國ではどう云ふ風にし

て島流しをやつたかと云ふことを、御参考にお話しますと、流

　　　　　　　　　　の　　　の
刑を最も澤山やつたのは英吉利であります、千五百九十八年、

丁度日本の慶長三年で秀吉の死んだ年でありますが、女王エリ

ザベスの時に無頼漢や浮浪人を植民地に移迭したのでありま
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す。英吉利は植民地を澤山持つて居りましたから、盛んに迭つ

たやうであります、亜米利加の方面にも邊つて居ります。千六

百十九年ヂヤコプー世が悪い女一放将なる婦女と申しますか

ら、今日の日本のモガ連中を百人ウィヂ昌ヤの植民地に邊つ

た、是れは政策上の理由に因るものであ）まして、初め浮浪者

を迭つてそれから悪い女を百名邊つた、植民地に於ける婦女の

敏乏を補充する趣意でありますから刑の執行としては、鹸り政

治上の意昧が濃厚過ぎるやうであります。千六百七十八年及び

千六百八十二年の法律は「裁判官は被告人の死刑を減じて之を

亜米利加へ邊ることを得る権利を認めた」のであります。是れ

から後裁判所は死刑になるやうな者の死一等を減じて亜米利加

へ績々流す判決をしたのであります、さうすると亜米利加の方

は大分苦情を言ひ出して來た、さう悪者を邊られては困ると

云ふ抗議がありましたから、亜米利加への流罪を控え目にし

て、濠洲方面に逸つたのであります、さうすると流刑者に非すし

て以前から居つた佳民は此庭でも非常に苦情を言ひ出した。そ

れで千八百三十七年英國の下院では特別委員會を設けて、流刑

の制度を研究し千八百五十一年に至り植民地濠洲に流人を迭る

ことを腰止してしまつた。英吉利の如く植民地を澤山持つて居

る國では流刑を塵止するは非常に苦痛でありますが、已むを得

す監獄内で相當の庭罰をすると云ふことになつたのでありま
　　　　　　の
す。露西亜は一層概暴でありまして、必すしも死一等を減じた
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者のみでなく、懲役人を盛んに西伯利亜、サガレンに迭つたの

であります。政治犯であつても宗敏犯であつても一向構はない、

甚だしきに至りますと、或者が犯罪をしさうだと思ふと保安上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要ありとの理由にて西伯利に迭つてしもうのであります。佛
　　　　　　　　　　　　　　の　　　の

蘭西、西班牙、白耳義などでも昔は盛んに流刑者を植民地に迭

つて居りましたが、何れ・も結果が好くない、且自由移民から抗

議が出るので、大分制限をして居ります。支那では矢張り五刑

として、日本と同様に筈杖徒流死と云ふものを規定したのでめ

りますが、流と云ふ言葉は支那の書物を見ると斯う云ふことが

書いてある、流と云ふのは一生涯蹄らないのを云ふ、術ほ水流

の去つて再び蹄らないやうだと読いて居ります、支那では流に

庭せられたならぱ再び蹄らないのが原則となつて居るが、日本

のは婦つて來るのが原則のやうであります。日本のは唯今説明

した通外徳川時代には澤出流刑に塵しましたが必すしも離島

のみでなく多くは信州であるとか、陸奥であるとか、出羽であ

るとか云ふ所に流して居る鐸であります。

　以上の事例に依つて考へて見ますと、我國では昔から今日ま

で刑罰の目的以外に流刑者を利用したと云ふことはない、英國

等の如く政治上の或目的に利用したことはないのであります。

詰り、犯罪の情歌から流刑にすべき者は流刑にする、又は死に

當る者を減刑して島流しにしたと云ふ事實が最も多いのであり

ます。是れは要するに、我國は朝廷の御趣意が古來寛恕の政事を
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以て下に臨まれた故でありまして、それは明治二年に集議院に

お下しになつた前述詔書に依つて明瞭であると，憾ふのであり

ます、

　甚だ長い話を致しましたが、我國に於ける流刑に就てのお話

は、是れで終ることに致します。


